
を
冠
す
る
チ
ー
ム
が
出
場
す
る
の
は
、

市
に
と
っ
て
も
チ
ャ
ン
ス
と
思
う
が
。

6

本
市
を
国
内
外
に
知
っ
て
い
た

だ
く
絶
好
の
機
会
と
と
ら
え
、
柏
の

名
を
世
界
に
発
信
で
き
る
施
策
を
検

討
し
て
い
く
。

5

Ｊ
１
優
勝
と
い
う
快
挙
に
対
し
、

顕
彰
な
ど
を
考
え
て
い
る
か
。

6

ま
だ
具
体
的
で
は
な
い
が
、
検

討
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思
う
。

●
財
源
確
保
へ
広
報
事
業
に
副
次
的

役
割
を

5

市
民
へ
の
情
報
伝
達
・
周
知
が

守
ら
れ
る
な
ら
、
広
告
事
業
の
拡
充

な
ど
広
報
物
を
財
源
確
保
に
利
用
す

る
こ
と
も
必
要
と
思
う
が
。

6

適
切
か
つ
素
早
い
情
報
伝
達
を

阻
害
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
副
次
的

な
利
用
も
可
能
だ
と
考
え
て
い
る
。

市
の
財
源
確
保
の
観
点
か
ら
、
積
極

的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

●
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

5

22
年
度
の
監
査
の
報
告
書
に
は
、

「
国
家
公
務
員
を
上
回
る
水
準
の
地

域
手
当
は
見
直
す
べ
き
」
と
の
指
摘

が
あ
る
。
来
年
度
以
降
、
市
で
は
各

種
公
共
料
金
が
値
上
げ
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
公
共
料

金
引
き
上
げ
の
前
に
、
ま
ず
は
市
職

員
の
地
域
手
当
の
見
直
し
に
よ
る
３

億
円
近
い
財
源
の
確
保
に
努
め
る
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

6

職
員
の
地
域
手
当
に
つ
い
て
は
、

26
年
度
ま
で
に
国
と
同
じ
水
準
に
引

き
下
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。
引
き

下
げ
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
く
。

5

水
道
部
が
、
配
水
施
設
を
建
設

す
る
た
め
に
４
億
円
を
投
じ
て
購
入

し
た
土
地
が
９
年
間
に
わ
た
り
、
活

用
さ
れ
ず
に
維
持
さ
れ
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
。
多
額
の
予
算
を
投
じ
て

購
入
し
た
土
地
が
放
置
さ
れ
て
い
る

状
況
は
望
ま
し
く
な
い
と
考
え
る
。

収
益
事
業
に
活
用
す
る
か
、
地
域
住

民
の
利
用
に
供
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

6

購
入
し
た
大
山
台
二
丁
目
の
未

利
用
地
は
、
施
設
の
建
設
ま
で
の
間
、

駐
車
場
等
の
収
益
事
業
で
の
活
用
を

図
っ
て
い
く
。

●
図
書
館
行
政
に
つ
い
て

5

現
在
の
図
書
館
本
館
で
は
、
雨

漏
り
に
よ
り
書
籍
が
破
損
す
る
ケ
ー

ス
も
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
新
中
央

図
書
館
の
建
設
計
画
が
白
紙
と
な
り
、

今
後
も
長
く
現
在
の
施
設
を
利
用
す

る
可
能
性
が
高
い
。
大
規
模
な
改
築

は
困
難
で
あ
ろ
う
が
、
雨
漏
り
を
防

ぐ
と
い
っ
た
最
低
限
の
修
繕
は
早
急

に
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

6

現
在
、
修
繕
を
進
め
て
い
る
。

今
後
は
、
館
内
の
改
装
等
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
児
童
虐
待
防
止
に
つ
い
て

5

市
の
担
当
職
員
の
技
能
向
上
、

県
と
の
連
携
強
化
に
向
け
、
県
の
児

童
相
談
所
と
の
人
事
交
流
を
強
化
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

6

今
後
、
検
討
し
て
い
く
。

●
放
射
線
対
策
に
つ
い
て

5

本
市
に
は
、
利
根
運
動
広
場
な

ど
、
所
有
が
国
・
県
で
管
理
者
が
柏

市
と
い
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
複
数

あ
る
。
こ
れ
ら
の
施
設
に
つ
い
て
は
、

国
・
県
が
適
切
な
放
射
線
対
策
を
講

じ
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

6

来
年
１
月
に
施
行
さ
れ
る
国
の

特
別
措
置
法
に
基
づ
き
、
国
や
県
が

所
有
す
る
土
地
は
、
国
・
県
が
除
染

を
行
う
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

●
放
射
能
対
策
に
つ
い
て

5

情
報
の
発
信
方
法
に
問
題
が
あ

る
。
こ
れ
ま
で
の
対
策
を
体
系
的
に

時
系
列
順
に
ま
と
め
、
今
後
の
方
針

を
明
確
に
す
る
こ
と
が
大
切
。
こ
れ

は
、
市
民
の
安
心
に
つ
な
が
り
、
東

電
や
国
へ
汚
染
者
責
任
を
求
め
る
大

き
な
証
拠
と
な
る
。
ま
た
、
ス
ト
ロ

ン
チ
ウ
ム
等
の
測
定
は
行
う
の
か
。

6

情
報
発
信
は
、
多
く
の
媒
体
を

活
用
し
強
化
し
て
い
く
。
情
報
の
整

理
は
、
多
種
多
様
な
対
策
を
時
系
列

に
し
、
工
程
表
を
整
理
し
て
い
く
。

ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
の
測
定
は
、
12
月

か
ら
市
内
３
カ
所
で
行
う
。

●
高
齢
者
福
祉
施
策
に
つ
い
て

5

計
画
的
で
無
駄
の
な
い
施
策
を

行
う
た
め
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
待
機
者
数
を
正
確
に
把
握
す
べ
き

で
あ
る
。
第
５
期
介
護
保
険
計
画
で

は
ど
の
よ
う
な
独
自
施
策
を
行
う
の

か
。
ま
た
、
社
会
福
祉
法
人
等
へ
の

指
導
は
工
夫
が
必
要
で
は
な
い
か
。

6

待
機
者
の
現
状
分
析
は
詳
細
に

行
っ
て
い
く
。
第
５
期
計
画
で
の
独

自
施
策
は
、
運
営
方
法
で
発
揮
で
き

る
。
多
種
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
切
れ

目
な
く
提
供
す
る
こ
と
で
施
設
並
み

の
安
心
感
を
得
た
い
。
事
業
者
に
対

し
て
は
、
新
た
に
集
団
指
導
を
行
う
。

●
柏
中
学
校
体
育
館
の
建
て
か
え

5

整
備
時
期
、
規
模
や
整
備
内
容
、

防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能
は
。

6

来
年
度
か
ら
設
計
に
着
手
す
る
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
１
面
の
面
積
に

付
属
設
備
と
防
災
的
機
能
を
備
え
、

防
災
備
蓄
倉
庫
、
多
目
的
室
、
ト
イ

レ
、
飲
料
水
、
非
常
用
電
源
、
暖
房

用
の
熱
源
等
を
整
備
す
る
。

●
労
政
事
業
に
つ
い
て

5

22
年
度
の
反
省
点
と
24
年
度
の

具
体
策
は
。

6

企
業
合
同
就
職
面
接
会
や
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
事
業
等
近
隣
市
に

は
な
い
特
徴
的
な
事
業
を
行
っ
た
が
、

就
職
の
実
績
は
少
な
か
っ
た
。
来
年

度
は
、
企
業
側
と
求
職
側
の
ニ
ー
ズ

の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
難
し
い
の
で
、
こ

の
点
に
工
夫
を
加
え
た
い
。

●
水
道
事
業
財
政
に
つ
い
て

5

借
入
金
の
利
払
い
が
極
め
て
多

い
。
内
部
留
保
金
の
多
く
を
有
価
証

券
へ
運
用
し
て
い
る
が
、
運
用
益
は

極
め
て
少
な
い
。
有
価
証
券
の
運
用

を
抑
え
、
高
利
の
借
入
金
を
繰
り
上

げ
償
還
す
る
べ
き
と
思
う
が
。

6

補
正
予
算
で
利
率
５
％
台
の
債

務
を
繰
り
上
げ
償
還
す
る
。
補
償
金

を
差
し
引
い
て
も
大
き
な
削
減
と
な

る
。

区
災
害
対
策
本
部
周
辺
に
居
住
す
る

複
数
の
管
理
人
が
参
集
す
る
体
制
を

整
え
て
い
る
。
ふ
る
さ
と
協
議
会
と

の
連
携
に
よ
る
避
難
所
の
開
設
等
は

今
後
も
検
討
し
て
い
く
。

●
柏
の
葉
キ
ャ
ン
パ
ス
駅
前
交
番
の

早
期
設
置
に
向
け
て

5

柏
の
葉
地
区
は
、
新
設
小
学
校

の
開
校
も
迫
り
、
ま
た
開
発
途
上
で
、

子
供
を
持
つ
家
庭
も
含
め
、
人
口
が

ふ
え
る
と
予
想
さ
れ
る
地
域
で
あ
る
。

一
日
も
早
い
交
番
開
設
を
進
言
す
る

が
、
今
後
の
計
画
は
。

6

県
及
び
県
警
本
部
に
よ
る
と
、

来
秋
の
開
設
を
目
標
に
来
年
度
早
々

に
事
務
手
続
に
入
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。
市
と
し
て
も
そ
の
実
現
に
向
け

て
関
係
機
関
に
強
く
働
き
か
け
て
い

く
。

●
近
隣
自
治
体
と
防
災
協
定
を
も
っ

と
具
体
的
に

5

現
在
も
災
害
時
の
相
互
協
定
を

結
ん
で
い
る
が
、
よ
り
具
体
的
に
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
例
え
ば
他
市

の
避
難
所
に
避
難
し
た
障
害
の
あ
る

方
や
足
腰
の
弱
い
方
な
ど
へ
の
対
応

は
決
ま
っ
て
い
る
か
。

6

具
体
的
な
取
り
決
め
は
し
て
い

な
い
。
今
後
、
こ
の
点
も
踏
ま
え
て

協
定
の
見
直
し
を
働
き
か
け
て
い
き

た
い
。

●
Ａ
Ｃ
Ｌ
（
※
１
）
に
向
け
、
柏
レ

イ
ソ
ル
に
で
き
る
限
り
の
支
援
を

5

柏
レ
イ
ソ
ル
は
今
季
、
素
晴
ら

し
い
戦
い
ぶ
り
で
夢
と
感
動
を
与
え

て
く
れ
た
。
Ａ
Ｃ
Ｌ
（
ア
ジ
ア
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
ズ
リ
ー
グ
）
に
も
出
場
す

る
が
、
ど
ん
な
支
援
を
考
え
て
い
る

か
。

6

対
戦
相
手
の
練
習
場
所
の
確
保

や
サ
ポ
ー
タ
ー
の
会
場
ま
で
の
案
内

等
、
円
滑
な
運
営
を
支
援
し
て
い
き

た
い
。

5

Ａ
Ｃ
Ｌ
の
よ
う
な
大
会
に
「
柏
」

●
放
射
能
汚
染
に
よ
る
農
作
物
へ
の

影
響
に
つ
い
て

5

放
射
能
汚
染
は
、
私
た
ち
の
生

活
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
市
内
農
業
に

お
い
て
も
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。
市

で
は
市
内
産
農
産
物
へ
の
検
査
を
300

検
体
以
上
行
っ
て
い
る
が
、
こ
の
検

査
を
通
じ
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
わ

か
っ
た
の
か
。

6

市
で
は
市
内
産
の
農
作
物
の
放

射
線
に
関
す
る
簡
易
検
査
を
７
月
末

か
ら
11
月
末
ま
で
に
82
品
目
324
検
体

に
つ
い
て
実
施
し
た
。
野
菜
か
ら
は

一
切
検
出
さ
れ
て
い
な
い
と
の
検
査

結
果
で
あ
る
。
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
カ

ボ
ス
、
ク
リ
、
キ
ウ
イ
、
カ
キ
と
い

っ
た
果
実
類
に
限
っ
て
放
射
性
物
資

が
検
出
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も

暫
定
規
制
値
以
下
で
あ
っ
た
。

●
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て

5

地
域
課
題
が
多
様
化
、
複
雑
化

し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
支
え
て

い
る
ふ
る
さ
と
協
議
会
の
役
割
が
ま

す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

今
後
の
ふ
る
さ
と
協
議
会
の
あ
り
方

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

6

今
年
度
よ
り
、
各
ふ
る
さ
と
協

議
会
と
協
働
で
、
地
域
の
諸
問
題
を

解
決
し
て
い
く
地
域
づ
く
り
推
進
事

業
に
着
手
し
て
い
る
。
地
域
の
課
題

を
解
決
す
る
た
め
、
市
職
員
に
よ
る

支
援
体
制
の
強
化
を
行
う
と
同
時
に

非
常
勤
特
別
職
と
し
て
地
域
づ
く
り

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
各

ふ
る
さ
と
協
議
会
と
と
も
に
地
域
課

題
に
つ
い
て
現
在
協
議
を
重
ね
て
い

る
。

●
地
区
災
害
対
策
本
部
の
立
ち
上
げ

に
つ
い
て

5

本
市
の
災
害
時
の
応
急
活
動
体

制
の
特
徴
と
し
て
、
震
度
５
強
以
上

の
と
き
に
市
職
員
が
参
集
し
、
20
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
エ
リ
ア
ご
と
に
近
隣

セ
ン
タ
ー
や
沼
南
支
所
に
設
置
さ
れ

る
地
区
災
害
対
策
本
部
が
あ
り
、
こ

れ
は
情
報
収
集
、
伝
達
基
地
及
び
避

難
所
機
能
の
ほ
か
、
ふ
る
さ
と
協
議

会
と
の
地
域
組
織
と
連
携
を
図
る
な

ど
の
地
域
防
災
拠
点
と
な
る
。
休
日

や
夜
間
に
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

市
職
員
が
参
集
で
き
な
い
場
合
に
備

え
て
避
難
所
開
設
の
鍵
を
ふ
る
さ
と

協
議
会
の
防
災
担
当
者
な
ど
へ
預
け

る
べ
き
で
は
。

6

深
夜
、
休
館
日
に
お
い
て
も
地
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※１　ACL＝アジアサッカー連盟が主催するクラブチームによるサッカーの大陸選手権大会。

6日間にわたり、次の23人の議員が質問しました。

ここでは、その一部をお知らせします。

この記事は各議員が作成しています。
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